
　この作品は、長い間山梨の顔として旧甲府駅の待合室に
飾られていたもので、戦時中は出征兵士を見送る絵と言わ
れるなど、県民に親しまれてきました。
　1937年頃、清里の美し森で描かれ、春の穏やかな日差し
のなか、２人の若い女性が満開のお花畑の中でゆったりと
くつろいでいます。残念ながら、土橋はこの作品を描いた
翌年31歳という若さで亡くなってしまいましたが、
作品は戦火をくぐりぬけ、現在は美術館で
大切に保管され、美術館を訪れる人々を
楽しませています。
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▼

当
初
予
算

一
般
会
計
２
７
２
億
円
を
可
決

　
　
　
政
策
的
な
予
算
は
市
長
選
後
に

◇
第
１
回
定
例
会（
３
月
）の
あ
ら
ま
し

　

３
月
定
例
会
は
２
月
28
日
か
ら
３
月
22
日
ま
で
の
23
日
間
に
わ

た
っ
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

主
な
議
案
と
し
て
、
平
成
31
年
度
当
初
予
算
案
が
提
出
さ
れ
、

一
般
会
計
は
総
額
２
７
２
億
７
，５
１
２
万
８
千
円
で
し
た
。
過
去

最
大
だ
っ
た
前
年
度
に
比
べ
、
15
・３
％
下
回
り
ま
し
た
が
、
こ
れ

は
政
策
的
な
予
算
は
市
長
選
後
に
計
上
す
る
「
骨
格
予
算
」
で
あ

る
こ
と
、
施
設
整
備
の
集
中
期
間
が
終
了
し
た
こ
と
が
主
な
要
因

で
す
。

　

こ
の
他
、
各
条
例
案
や
特
別
会
計
予
算
案
、
請
願
等
を
各
常
任
委

員
会
に
付
託
し
慎
重
審
議
を
行
い
ま
し
た
。

　

提
出
さ
れ
た
議
案
、
同
意
案
、
請
願
の
議
決
結
果
に
つ
い
て
は
、

次
の
と
お
り
で
す
。



─  ３  ─

【
安
全
で
み
ど
り
豊
か
な
人
が
つ
な
が
る
ま
ち
の
形
成
】

消
防
団
詰
所
建
設
事
業
・
・
・
・
・
・
・
・
・
３
，３
４
７
万
８
千
円

家
庭
ご
み
収
集
運
搬
事
業
・
・
・
・
・
・
１
億
５
，６
１
７
万
３
千
円

ふ
る
さ
と
納
税
事
業
・
・
・
・
・
・
・
・
・
３
億
７
，４
６
４
万
円

あ
や
め
サ
ミ
ッ
ト
開
催
事
業
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
１
５
０
万
円

【
と
も
に
生
き
支
え
あ
う
ま
ち
の
形
成
】

子
ど
も
医
療
費
助
成
事
業
・
・
・
・
・
３
億
６
，２
６
４
万
３
千
円

子
ど
も
用
品
貸
出
事
業
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
３
５
６
万
５
千
円

フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
運
営
事
業
・
・
２
４
９
万
４
千
円

敬
老
祝
品
等
支
給
事
業
・
・
・
・
・
・
・
・
１
，１
４
０
万
３
千
円

介
護
給
付
・
訓
練
等
給
付
事
業
・
・
・
13
億
３
，４
６
８
万
３
千
円

障
害
児
通
所
等
給
付
事
業
・
・
・
・
・
２
億
８
，２
３
８
万
８
千
円

救
急
医
療
確
保
対
策
事
業
・
・
・
・
・
・
・
３
，３
０
５
万
２
千
円

幸
せ
実
感
南
ア
ル
プ
ス
市
健
康
リ
ー
グ
事
業
１
，０
８
４
万
２
千
円

新
生
児
お
む
つ
代
支
給
事
業
・
・
・
・
・
・
１
，４
４
９
万
７
千
円

生
活
保
護
費
支
給
事
業
・
・
・
・
・
・
５
億
９
，４
５
７
万
８
千
円

生
活
困
窮
世
帯
の
子
ど
も
に
対
す
る
学
習
支
援
事
業
・
４
０
０
万
円

【
う
る
お
い
と
活
力
の
あ
る
快
適
な
ま
ち
の
形
成
】

若
者
世
帯
定
住
支
援
奨
励
金
事
業
・
・
・
・
・
・
３
，０
０
０
万
円

南
ア
ル
プ
ス
ブ
ラ
ン
ド
戦
略
事
業
・
・
・
・
・
・
５
１
４
万
６
千
円

企
業
ガ
イ
ダ
ン
ス
開
催
事
業
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
４
１
５
万
円

広
河
原
山
荘
改
築
事
業
・
・
・
・
・
・
１
億
７
，２
０
７
万
７
千
円

道
水
路
の
維
持
管
理
事
業
・
・
・
・
・
１
億
１
，６
４
２
万
１
千
円

市
単
土
地
改
良
事
業
・
・
・
・
・
・
・
・
・
５
，７
８
６
万
６
千
円

【
心
豊
か
な
人
と
文
化
を
は
ぐ
く
む
ま
ち
の
形
成
】

学
校
施
設
設
備
整
備
事
業
・
・
・
・
・
１
億
１
，７
４
３
万
８
千
円

ふ
る
さ
と
○
○
博
物
館
推
進
事
業
・
・
・
・
・
・
７
６
０
万
３
千
円

【
未
来
を
ひ
ら
く
経
営
型
行
政
運
営
の
形
成
】

第
２
次
総
合
計
画
後
期
基
本
計
画
策
定
事
業
・
・
７
７
３
万
９
千
円

固
定
資
産
税
賦
課
事
務
・
・
・
・
・
・
・
・
６
，１
６
１
万
２
千
円

　平成31 年 第1回 定例会の議案に対する 議決結果等一覧表
松
野

昇
平

戸
栗

淳

三
木

充

有
野

一
成

櫻
田

力

花
輪

幸
長

村
松
三
千
雄

野
中

國
幹

北
村
千
代
子

矢
﨑

俊
秀

名
取

泰

小
池

伸
吾

中
込

恵
子

飯
野

久

斉
藤

諭

清
水

重
仁

齊
藤

博
明

河
野
木
綿
子

花
輪

進

小
林

敏
徳

深
澤

米
男

審
議
結
果

× × 〇

〇

〇

× × × × × × × × × × × × × × ×

起立採決を行った議案

異議なく全会一致で可決された議案等

条
例
関
係

予
算
関
係

請    願

その他

□ □ □ □ □ □ □ □ □政 策 体 系 別 主 な 事 業
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主
に
は
確
定
申
告
の
受
付
時
に
課
税

　
　
　

資
料
の
チ
ェ
ッ
ク
を
行
う
た
め
、
臨

時
職
員
を
配
置
し
て
い
る
が
、
件
数
が
増
加

し
て
い
る
た
め
に
前
年
よ
り
も
増
や
し
て
、

延
べ
６
名
と
し
て
い
る
た
め
で
あ
る
。

　
　
　

消
防
本
部
管
理
課
が
所
管
す
る
「
消

　
　
　

防
本
部
消
防
活
動
事
業（
機
器
整
備
）」

に
つ
い
て
、
化
学
防
護
服
Ｂ
タ
イ
プ
を
購
入

予
定
と
の
こ
と
だ
が
、
目
的
は
。

　
　
　

化
学
防
護
服
は
、
今
回
Ｂ
タ
イ
プ
を

　
　
　

４
着
購
入
し
計
６
着
と
な
る
。
ま
た

別
事
業
で
Ａ
タ
イ
プ
の
化
学
防
護
服
を
毎
年

１
着
ず
つ
更
新
し
て
い
る
。
Ａ
タ
イ
プ
は
最

も
危
険
性
が
高
い
汚
染
地
域
を
、
Ｂ
タ
イ
プ

は
そ
の
外
側
と
な
る
除
染
地
域
で
の
使
用
を

想
定
し
て
い
る
。
来
年
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
あ
た
り
、
化
学
災

害
対
策
の
た
め
Ｂ
タ
イ
プ
の
必
要
性
が
求
め

ら
れ
て
い
る
た
め
購
入
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
当
委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
12
案
件
を
慎
重
審

査
し
た
結
果
、
議
案
第
16
号
に
つ
い
て
は
名
取

泰
委
員
か
ら
修
正
案
が
提
出
さ
れ
、
起
立
採
決

を
行
い
、
全
会
一
致
で
可
決
す
る
も
の
と
決
し

ま
し
た
。
続
い
て
、
修
正
議
決
し
た
部
分
を
除

く
原
案
に
つ
い
て
も
起
立
採
決
を
行
い
、
全
会

一
致
で
可
決
す
る
も
の
と
決
し
ま
し
た
。

　
請
願
第
31
―

２
号
に
つ
い
て
は
、
反
対
討
論

が
あ
り
起
立
採
決
を
行
い
、
起
立
少
数
に
よ
り

原
案
は
不
採
択
す
べ
き
も
の
と
決
し
ま
し
た
。

　
そ
の
他
の
条
例
案
、
補
正
予
算
案
、
当
初
予

算
案
に
つ
い
て
は
、
異
議
な
く
、
原
案
の
と
お

り
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
し
ま
し
た
。

　
　
　

人
口
増
減
率
は
マ
イ
ナ
ス
だ
が
、
平

　
　
　

成
30
年
度
の
納
税
義
務
者
数
は
３
万

６
千
４
０
０
人
に
対
し
て
平
成
31
年
度
は

３
万
６
千
６
０
０
人
と
増
と
な
る
と
見
込
ん

で
い
る
。

　
　
　

交
通
政
策
室
が
所
管
す
る
「
交
通
政

　
　
　

策
推
進
事
業
」
に
つ
い
て
、
前
年
度

と
比
べ
て
事
業
費
が
６
割
と
な
っ
て
い
る
理

由
は
。

　
　
　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
運
行
事
業
は
10

　
　
　

月
か
ら
翌
年
９
月
ま
で
の
１
年
間
を

契
約
期
間
の
区
切
り
と
し
て
い
る
。
平
成
31

年
度
の
当
初
は
骨
格
予
算
で
あ
る
た
め
、
４

月
か
ら
９
月
ま
で
の
半
年
分
を
予
算
計
上
し

た
た
め
で
あ
る
。

　
　
　

税
務
課
が
所
管
す
る
「
住
民
税
・
諸

　
　
　

税
賦
課
事
務
」
に
つ
い
て
、
賃
金
が

前
年
よ
り
も
多
く
予
算
計
上
さ
れ
て
い
る
の

は
な
ぜ
か
。

さ
な
い
よ
う
、
当
初
予
算
に
合
わ
せ
て
条
例

を
上
程
す
る
必
要
が
あ
る
。

　
　
　

な
ぜ
、
秘
書
課
を
総
合
政
策
部
へ
編

　
　
　

入
す
る
の
か
。

　
　
　

秘
書
課
に
つ
い
て
は
、
組
織
の
基
本

　
　
　

的
な
考
え
方
「
命
令
一
元
化
の
原
則
」

に
基
づ
き
、
組
織
の
命
令
系
統
を
混
乱
さ
せ

な
い
よ
う
に
す
る
た
め
の
も
の
で
あ
る
。
市

長
直
轄
で
設
置
す
る
よ
り
は
、
部
に
属
し
て

チ
ェ
ッ
ク
機
能
を
持
た
せ
る
こ
と
で
、
組
織

と
し
て
の
土
台
を
し
っ
か
り
と
構
築
す
る
こ

と
が
で
き
る
。

　

ま
た
、
市
か
ら
の
情
報
発
信
や
市
民
の
声

を
聴
く
広
聴
広
報
事
務
は
、
政
策
事
業
の
執

行
の
た
め
政
策
部
門
と
一
体
化
す
る
こ
と

で
、
よ
り
効
果
的
、
効
率
的
な
事
務
を
行
う

た
め
で
あ
る
。

　
　
　

現
行
の
所
管
は「
消
防
本
部
」と
な
っ

　
　
　

て
い
る
が
、
改
正
後
は
「
総
務
部
防

災
危
機
管
理
課
」
と
課
ま
で
限
定
し
て
い
る
。

「
総
務
部
」
で
よ
い
の
で
は
。

　
　
　

担
当
部
署
を
明
確
に
す
る
た
め
に
課

　
　
　

名
を
入
れ
た
。

○
平
成
31
年
度
一
般
会
計
予
算

　
　
　

個
人
市
民
税
の
均
等
割
分
は
人
口
増

　
　
　

減
率
で
99
・
２
％
を
基
に
算
出
し
て

い
る
が
、
実
際
に
は
前
年
比
で
差
引
き
増
減

を
ど
う
見
込
ん
で
い
る
の
か
。

○
行
政
組
織
条
例
及
び

　
消
防
委
員
会
条
例
の
一
部
改
正

　
　
　

な
ぜ
こ
の
時
期
に
組
織
の
見
直
し
を

　
　
　

行
う
の
か
。

　
　
　

組
織
の
見
直
し
は
行
政
改
革
大
綱
に

　
　
　

位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
も
の
で
あ

る
。
こ
の
た
め
、
行
政
改
革
の
一
環
と
し
て

簡
素
で
効
率
的
な
時
代
に
適
応
し
た
組
織
構

成
に
す
る
た
め
協
議
を
進
め
て
き
た
。
事
業

を
遂
行
す
る
に
は
予
算
が
必
要
で
あ
り
、
予

算
と
組
織
は
一
対
の
も
の
で
あ
る
。
平
成
31

年
度
の
当
初
予
算
に
は
政
策
的
予
算
は
含
ま

れ
て
い
な
い
が
、
予
算
全
体
の
大
部
分
を
占

め
る
経
常
経
費
の
事
務
事
業
は
４
月
か
ら
執

行
さ
れ
る
た
め
、
住
民
生
活
に
影
響
を
及
ぼ

常任委員会  委員長報告

総務常任委員会

●委員長／矢﨑 俊秀　●副委員長／櫻田 力
●委　員／野中 國幹、名取 泰、小池 伸吾
　　　　　飯野 久、小林 敏徳

●当委員会に付託された案件／12 件
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ＡQ QＡQ

Ａ
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例

Q

Ａ

当  

初
予  

算

Ａ Q

QＡ

市内を運行するコミュニティバス



組
む
団
体
が
い
く
つ
か
あ
る
。
そ
う
い
う
子

ど
も
や
団
体
を
、
今
後
ど
の
よ
う
に
支
援
し

て
い
く
の
か
。

　
　
　

本
事
業
で
は
「
虐
待
」
や
「
生
活
保

　
　
　

護
世
帯
」
と
い
っ
た
非
常
に
限
局
さ

れ
た
子
ど
も
を
対
象
と
し
て
い
る
。
地
域
で

学
習
支
援
を
し
て
い
る
団
体
と
の
連
携
や
、

教
育
分
野
も
含
め
て
庁
内
連
携
を
し
な
が
ら

支
援
し
て
い
く
必
要
性
を
感
じ
て
い
る
。

　
　
　
介
護
福
祉
課
が
所
管
す
る
「
養
護
老

　
　
　
人
ホ
ー
ム
入
所
措
置
事
業
」
に
つ
い

て
、
慈
恵
寮
に
関
す
る
今
後
の
事
業
予
定
は
。

　
　
　

平
成
30
年
７
月
に
、
慈
恵
寮
あ
り
方

　
　
　

検
討
会
か
ら
「
廃
止
の
方
向
」
と
い

う
提
言
を
受
け
た
。
入
所
者
に
は
丁
寧
に
説

明
し
、徐
々
に
、入
所
者
が
施
設
を
移
る
「
措

置
替
え
」
を
行
っ
て
い
る
。
今
年
度
か
ら
取

り
組
み
を
始
め
、
平
成
31
年
度
中
に
は
、
お

お
む
ね
の
措
置
替
え
が
で
き
る
見
込
み
で
あ

る
。

　
　
　
子
育
て
支
援
課
が
所
管
す
る
「
病
児
・

　
　
　
病
後
児
保
育
事
業
」
に
つ
い
て
、
平

成
31
年
４
月
か
ら
開
始
予
定
の
病
児
保
育
事

業
の
進
捗
状
況
は
。

　
　
　
用
地
の
契
約
や
施
設
建
設
業
務
が
想

　
　
　

定
し
て
い
た
よ
り
も
期
間
を
要
し
、

そ
の
分
、
病
児
保
育
を
行
う
業
者
と
の
調
整

も
遅
れ
て
し
ま
っ
た
。
平
成
31
年
10
月
か
ら

開
始
で
き
る
よ
う
進
め
て
い
る
。

─  ５  ─

　
　
　
「
ビ
ブ
リ
オ
バ
ト
ル
」
は
お
す
す
め

　
　
　

の
本
を
一
冊
持
ち
寄
り
、
本
の
魅
力

を
紹
介
し
合
う
ゲ
ー
ム
で
、
話
題
性
も
あ
る
。

開
催
方
式
を
改
良
し
な
が
ら
実
施
し
て
お

り
、
今
後
は
、
広
く
周
知
に
努
め
て
い
く
。

○
平
成
31
年
度
一
般
会
計
予
算

　
　
　
環
境
課
が
所
管
す
る
「《
新
規
》
環

　
　
　
境
基
本
計
画
策
定
事
業
」
に
つ
い
て
、

土
砂
災
害
の
危
険
性
が
あ
る
建
設
残
土
の
問

題
や
、
企
業
の
環
境
問
題
に
対
す
る
自
助
努

力
へ
の
助
成
等
も
盛
り
込
め
な
い
か
。

　
　
　

細
か
い
部
分
も
精
査
し
な
が
ら
、
注

　
　
　

意
し
て
取
り
組
む
。

　
　
　
福
祉
総
合
相
談
課
が
所
管
す
る
「
生

　
　
　
活
困
窮
世
帯
の
子
ど
も
に
対
す
る
学

習
支
援
事
業
」
に
つ
い
て
、
本
事
業
が
対
象

と
し
て
い
る
40
人
の
子
ど
も
以
外
に
も
、
市

内
に
は
「
相
対
的
貧
困
の
子
ど
も
」
が
約

６
０
０
人
い
る
と
い
う
デ
ー
タ
が
あ
る
。
ま

た
、
市
内
に
は
子
ど
も
の
学
習
支
援
に
取
り

　
　
　
学
校
教
育
課
が
所
管
す
る
「
小
学
校
・

　
　
　
中
学
校
準
要
保
護
就
学
援
助
事
業
」

に
つ
い
て
、「
相
対
的
貧
困
の
子
ど
も
」
の

問
題
を
保
健
福
祉
部
と
協
議
し
て
い
る
か
。

ま
た
、
市
内
で
子
ど
も
の
学
習
支
援
に
取
り

組
む
団
体
に
対
し
、

活
動
場
所
の
確
保
を

支
援
で
き
な
い
か
。

　
　
　

学
習
支
援
に

　
　
　

つ
い
て
福
祉

総
合
相
談
課
と
年
４

回
情
報
交
換
を
し
て

い
る
。
団
体
の
活
動

場
所
に
つ
い
て
は
、

社
会
教
育
施
設
を
生

涯
学
習
課
が
所
管
し

て
い
る
の
で
、
施
設

を
使
用
し
て
い
る
他

の
団
体
と
の
調
整
を

図
る
等
、
何
ら
か
の

対
応
を
し
て
い
き
た

い
。

　
　
　
市
立
図
書
館

　
　
　
が
所
管
す
る

「
市
立
図
書
館
子
ど

も
の
読
書
活
動
推
進

事
業
」
に
つ
い
て
、「
ビ
ブ
リ
オ
バ
ト
ル
」

は
多
く
の
市
民
が
気
軽
に
見
に
行
け
る
よ
う

な
事
業
と
し
て
発
展
さ
せ
て
ほ
し
い
と
思
う

が
、
少
し
事
前
の
周
知
が
弱
い
と
感
じ
る
。

常任委員会  委員長報告

●委員長／齊藤 博明　●副委員長／北村 千代子
●委　員／松野 昇平、戸栗 淳、有野 一成
　　　　　村松 三千雄、中込 恵子

●当委員会に付託された案件／20件

厚生文教常任委員会

　
条
例
案
、
補
正
予
算
案
お
よ
び
当
初
予
算
案

に
つ
い
て
は
、
慎
重
審
査
し
た
結
果
、
原
案
の

と
お
り
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
し
ま
し
た
。

ビブリオバトルのようす

Q

ＡQ

Q

Ａ

Ａ

QＡ

ＡQ

当  

初
予  

算

QＡ
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パ
ー
ク
緩
衝
地
域
の
自
然
の
保
全
や
活
用
を

ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

　
　
　

一
般
の
来
訪
者
に
と
っ
て
は
、
伊

　
　
　

奈
ヶ
湖
周
辺
施
設
は
集
客
施
設
の
色

合
い
が
強
い
。
ま
ず
は
観
光
施
設
と
し
て
認

知
度
を
高
め
て
い
く
。
当
然
、
エ
コ
パ
ー
ク

の
理
念
に
則
し
た
森
林
環
境
教
育
も
推
進
し

て
い
く
。

　
　
　

み
ど
り
自
然
課
が
所
管
す
る
「
里
山

　
　
　

獣
害
対
策
森
林
整
備
事
業
」
に
つ
い

て
、
電
気
柵
周
辺
の
草
刈
、
枝
切
り
は
３
年

に
一
度
で
効
果
が
持
続
す
る
の
か
。

　
　
　

サ
ル
が
枝
を
伝
わ
っ
て
電
気
柵
を
乗

　
　
　

り
越
え
な
い
よ
う
に
枝
木
を
切
っ
て

お
り
、
３
年
に
一
度
で
問
題
は
な
い
。

○
平
成
31
年
度
水
道
事
業
会
計
予
算

　
　
　

飯
野
新
田
配
水
池
建
設
事
業
に
つ
い

　
　
　

て
、
工
期
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。

　
　
　

平
成
32
年
度
に
飯
野
新
田
配
水
池
を

　
　
　

完
成
さ
せ
、
そ
の
後
、
駒
場
浄
水
場

内
に
６
０
０
ト
ン
の
配
水
池
を
完
成
さ
せ
、

供
給
を
始
め
る
。
そ
の
後
、
現
在
使
用
し

て
い
る
浄
水
池
を
取
り
壊
し
、
新
た
に
１
，

４
０
０
ト
ン
の
配
水
池
を
建
設
す
る
計
画
で

あ
る
。

【
意
見
】

　

債
権
回
収
は
、
生
活
困
窮
者
の
相
談
に
乗

る
な
ど
、
福
祉
と
も
連
携
し
て
対
応
し
て
欲

し
い
。

○
平
成
31
年
度
一
般
会
計
予
算

　
　
　

農
業
振
興
課
が
所
管
す
る
「
ほ
た
る

　
　
　

み
館
運
営
管
理
事
業
」
に
つ
い
て
、

指
定
管
理
料
が
前
年
度
の
約
半
額
に
な
っ
て

い
る
が
、
運
営
側
の
理
解
は
得
ら
れ
て
い
る

の
か
。

　
　
　

ほ
た
る
み
館
に
担
当
職
員
が
出
向
き

　
　
　

理
事
長
お
よ
び
事
務
職
員
と
協
議
を

行
い
、
理
解
を
得
て
い
る
。

　
　
　

農
業
振
興
課
が
所
管
す
る
「
水
利
組

　
　
　

合
活
動
支
援
事
業
」
に
つ
い
て
、
水

利
組
合
は
旧
若
草
地
区
に
し
か
な
い
の
か
。

　
　
　

市
で
補
助
金
を
交
付
し
て
い
る
水
利

　
　
　

組
合
は
若
草
地
区
だ
け
で
あ
り
、
他

の
地
域
に
は
土
地
改
良
区
に
補
助
金
を
交
付

し
て
い
る
。
甲
西
地
区
や
藤
田
地
区
に
は
灌

が
い
用
ポ
ン
プ
の
電
気
代
を
支
出
し
て
い

る
。

　
　
　

観
光
商
工
課
が
所
管
す
る
「
広
河
原

　
　
　

山
荘
改
築
事
業
」
に
つ
い
て
、
入
札

が
不
調
と
な
っ
た
原
因
は
。

　
　
　

建
設
業
界
の
深
刻
な
人
手
不
足
と
建

　
　
　

設
資
材
の
高
騰
が
考
え
ら
れ
る
。
地

盤
や
距
離
的
な
要
因
も
含
め
、
原
因
と
適
正

な
金
額
を
検
証
し
て
い
る
。
工
期
に
影
響
が

出
な
い
よ
う
に
、
土
地
造
成
は
分
離
発
注
を

行
う
。

　
　
　

観
光
商
工
課
が
所
管
す
る
「
遊
・
湯

　
　
　

ふ
れ
あ
い
公
園
管
理
事
業
」
に
つ
い

て
、
さ
く
ら
の
里
市
民
プ
ー
ル
の
跡
地
の
利

用
方
法
は
。

　
　
　

ア
ス
フ
ァ
ル
ト
に
し
て
駐
車
場
に
す

　
　
　

る
と
他
に
利
用
で
き
な
く
な
る
の

で
、
石
を
敷
き
詰
め
て
転
圧
し
、
多
目
的
に

使
え
る
広
場
と
し
て
整
備
す
る
。

　
　
　

平
成
31
年
度
か
ら
伊
奈
ヶ
湖
周
辺
施

　
　
　

設
の
管
理
運
営
が
観
光
商
工
課
と
な

り
、
ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク
推
進
室
と
の
間

で
所
管
替
え
が
繰
り
返
さ
れ
て
い
る
。
エ
コ

常任委員会  委員長報告

産業土木常任委員会

●委員長／斉藤 諭　●副委員長／三木 充
●委　員／花輪 幸長、清水 重仁、河野 木綿子
　　　 　  花輪 進、深澤 米男

●当委員会に付託された案件／ 27件

○
下
水
道
事
業
に
地
方
公
営
企
業
の
規
定

　
の
全
部
を
適
用
す
る
こ
と
に
伴
う
関
係

　
条
例
の
整
備

　
　
　

企
業
会
計
と
な
る
た
め
に
、
資
産
の

　
　
　

調
査
と
台
帳
の
整
理
は
で
き
て
い
る

か
。

　
　
　

平
成
28
年
度
か
ら
資
産
調
査
と
台
帳

　
　
　

整
備
を
行
い
、
平
成
30
年
度
に
完
成

し
た
。
平
成
31
年
４
月
か
ら
企
業
会
計
と
し

て
ス
タ
ー
ト
で
き
る
。

○
市
営
住
宅
使
用
料
の
債
権
放
棄

　
　
　

議
会
に
提
出
す
る
基
準
を
し
っ
か
り

　
　
　

決
め
る
べ
き
と
考
え
る
が
。

　
　
　

私
債
権
管
理
条
例
を
整
備
し
て
管
理

　
　
　

し
て
い
き
た
い
。

QＡ

Q

Ａ

　

条
例
案
、
補
正
予
算
案
、
当
初
予
算
案
に
つ

い
て
は
、
慎
重
審
査
し
た
結
果
、
原
案
の
と
お

り
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
し
ま
し
た
。

Q

Ａ

条  

例

Ａ Q

Q

Ａ

Ａ Ａ QQ

ほたるみ館クッキー作り体験のようす

QＡ

QＡ

当  

初
予  

算
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に
よ
り
設
置
す
べ
き
附
属
機
関
に
該
当
す
る

と
い
う
判
決
に
つ
い
て
は
、
真
摯
に
受
け
止

め
、
司
法
の
判
断
に
従
う
。

　
　
　

市
民
に
対
し
て
、
住
民
訴
訟
の
判
決

　
　
　

内
容
を
ど
の
よ
う
に
説
明
す
る
の

か
。

　
　
　

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
よ
り
、
要
綱
か

　
　
　

ら
条
例
へ
の
改
正
な
ど
の
取
り
組
み

と
合
わ
せ
て
市
民
の
皆
さ
ま
に
説
明
し
て
行

く
。弁

護
士
の
処
遇
に

つ
い
て

　
　
　

完
熟
農
園
の
破
産

　
　
　

手
続
き
を
積
極
的

に
行
っ
た
弁
護
士
、
第
三

者
委
員
会
に
当
事
者
と
わ

か
っ
て
い
る
に
も
拘
ら
ず
、

検
証
委
員
会
の
副
委
員
長

を
務
め
た
弁
護
士
、
こ
の

弁
護
士
の
処
遇
は
考
え
て

い
る
か
。

　
　
　

検
証
委
員
会
は「
完

　
　
　

熟
農
園
」
破
綻
の

原
因
を
、
専
門
的
知
見
に

よ
り
検
証
す
る
目
的
の
た

め
、
実
情
に
最
も
詳
し
い

弁
護
士
が
適
任
と
考
え
た
。

適
正
に
検
証
さ
れ
た
と
認

識
し
て
い
る
。
よ
っ
て
、
そ
の
弁
護
士
の
処

遇
に
つ
い
て
は
考
え
て
い
な
い
。

　
　
　

こ
の
弁
護
士
を
任
命
し
た
市
長
の
任

　
　
　

命
責
任
は
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

　
　
　

副
委
員
長
を
務
め
た
弁
護
士
を
「
検

　
　
　

証
委
員
会
」
の
委
員
に
委
嘱
し
た
の

は
市
長
の
私
で
あ
る
が
、業
務
上
の
瑕
疵(

か

し)

は
な
い
。

　

し
た
が
っ
て
、
任
命
責
任
も
生
じ
て
い
な

い
も
の
と
認
識
し
て
い
る
。　

第
三
者
委
員
会
に
つ
い
て

　
　
　

市
は
、
南
ア
ル
プ
ス
市
６
次
化
拠
点

　
　
　

整
備
事
業
検
証
委
員
会
を
設
置
し

た
。
委
員
と
し
て
市
長
が
任
命
し
た
４
人

は
第
三
者
委
員
会
の
メ
ン
バ
ー
と
し
て
正
し

か
っ
た
と
思
っ
て
い
る
の
か
。

　
　
　
「
完
熟
農
園
」
が
破
綻
す
る
に
至
っ

　
　
　

た
原
因
を
、
公
正
公
平
に
検
証
す
る

こ
と
を
目
的
に
設
置
し
た
。
選
任
さ
れ
た
委

員
は
、
４
名
と
も
外
部
有
識
者
で
、
委
員
長

の
弁
護
士
は
、
最
高
検
察
庁
次
席
検
事
を
務

め
、
他
の
委
員
も
経
理
や
経
営
、
破
産
処
理

に
精
通
し
て
い
る
な
ど
、
検
証
に
ふ
さ
わ
し

い
方
々
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

　
　
　
「
検
証
委
員
の
人
選
は
庁
議
で
決
め

　
　
　

た
」
と
発
言
し
た
が
、
４
名
の
名
前

を
庁
議
に
掛
け
た
の
は
誰
か
。

　
　
　

担
当
の
総
合
政
策
部
と
協
議
し
、
平

　
　
　

成
28
年
５
月
６
日
の
庁
議
で
市
長
か

ら
４
名
の
委
員
に
つ
い
て
説
明
報
告
し
た
。

住
民
訴
訟
の
判
決
に
つ
い
て

　
　
　

住
民
訴
訟
の
判
決
で
、「
被
告
は
金

　
　
　

丸
一
元
に
対
し
、
99
万
７
千
円
を
支

払
う
よ
う
請
求
せ
よ
」
と
の
判
決
が
出
た
。

こ
の
判
決
を
ど
う
受
け
止
め
て
い
る
の
か
。

　
　
　

６
次
化
拠
点
整
備
事
業
検
証
委
員
会

　
　
　

は
、「
要
綱
」
で
は
な
く
、「
条
例
」

　 小林  敏徳 議員
（新生かがやき）

討議の
焦 点

Ａ Q

南アルプス完熟農園（H.31. ４月撮影）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 市政のここをきく！

Ａ Q

●代表質問

検証委員の選任は第三者委員として適切だったか？
◇経理や経営、破産処理に精通し、検証に最もふさわしい方々
　であると認識している。

住民訴訟の判決、99.7万円の支払い命令を
どう受け止めているか？
◇検証委員会は要綱ではなく条例により
　設置すべきという判決に従う。

Ａ QＡ Q

Ａ Q

Ａ Q
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し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

支
給
対
象
者
に
つ
い
て
は
、
東
海
地
震
な

ど
の
被
害
想
定
で
あ
る
５
千
人
と
し
、
備
蓄

計
画
の
見
直
し
を
行
っ
て
い
る
。

　
　
　

地
区
防
災
計
画
を
全
地
区
に
早
期
に

　
　
　

策
定
す
べ
き
と
考
え
る
が
、
今
後
の

市
の
進
め
方
を
問
う
。

　
　
　

今
年
度
、
山
梨
県
か
ら
モ
デ
ル
地
域

　
　
　

の
指
定
を
受
け
た
藤
田
地
区
と
市
が

連
携
し
、藤
田
地
区
の
住
民
が
主
体
と
な
り
、

地
域
の
特
性
や
想
定
さ
れ
る
災
害
に
応
じ
た

「
藤
田
区
地
区
防
災
計
画
」
の
策
定
に
取
り

組
ん
で
き
た
。
３
月
に
は
地
域
住
民
に
全
戸

配
布
す
る
予
定
で
あ
る
。

　

今
後
は
「
藤
田
区
地
区
防
災
計
画
」
を
モ

デ
ル
ケ
ー
ス
と
し
て
、
市
内
の
他
地
区
に
お

い
て
も
、
地
域
の
特
性
を
踏
ま
え
た
地
区
防

災
計
画
の
作
成
が
進
む
よ
う
支
援
し
て
い

く
。

　
　
　

予
測
可
能
な
災
害
に
対
し
て
、
個
々

　
　
　

人
に
と
っ
て
は
逃
げ
る
力
を
育
む
こ

と
が
必
要
と
考
え
る
。
マ
イ
タ
イ
ム
ラ
イ
ン

　
　
　
　

の
作
成
推
進
に
つ
い
て
市
の
考
え

　
　
　
　

を
問
う
。

　
　
　
　
　
　
　

逃
げ
遅
れ
ゼ
ロ
に
向
け
た

　
　
　
　
　
　
　

効
果
は
非
常
に
大
き
い
と

　
　
　
　

認
識
し
て
い
る
。
今
後
は
、「
市

　
　
　
　

防
災
リ
ー
ダ
ー
連
絡
協
議
会
」
に

　
　
　
　

お
い
て
、「
マ
イ
タ
イ
ム
ラ
イ
ン

　
　
　
　

作
成
」
の
勉
強
会
も
取
り
入
れ
、

　
　
　
　

地
域
に
推
進
で
き
る
人
材
育
成
に

　
　
　
　

努
め
る
と
と
も
に
、「
防
災
リ
ー

　
　
　
　

ダ
ー
養
成
講
習
会
」
の
講
座
と
し

　
　
　
　

て
も
検
討
し
て
い
く
。　

　
　
　
　
■
そ
の
他
の
質
問
■

　
　
　
　

〇
学
校
施
設
の
エ
ア
コ
ン
設
置
に

　
　
　
　
　

つ
い
て

　
　
　
　

〇
プ
レ
ミ
ア
ム
付
き
商
品
券
に

　
　
　
　
　

つ
い
て

防
災
・
減
災
対
策
に
つ
い
て

　
　
　

防
災
士
・
防
災
リ
ー
ダ
ー
等
、
防
災

　
　
　

専
門
要
員
の
育
成
に
つ
い
て
、
今
後

の
市
の
考
え
を
問
う
。

　
　
　

防
災
リ
ー
ダ
ー
の
養
成
講
習
を
平
成

　
　
　

25
年
度
か
ら
実
施
し
て
お
り
、
こ
れ

ま
で
の
６
年
間
で
３
０
８
名
が
受
講
を
終
了

さ
れ
、
自
主
防
災
会
へ
の
配
置
率
も
80
％
と

な
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

防
災
士
の
養
成
に
つ
い
て
も
、
県
主
催
の

「
甲
斐
の
国 

防
災
リ
ー
ダ
ー
講
習
」
に
毎
年

５
名
を
推
薦
し
て
お
り
、
防
災
士
と
し
て
の

資
格
取
得
へ
の
支
援
を
し
て
い
る
。

　

今
後
、
自
主
防
災
会
へ
の
配
置
率
が
１
０

０
％
に
な
る
よ
う
、
養
成
講
習
を
継
続
す
る

と
と
も
に
、
防
災
士
の
資
格
取
得
に
つ
い
て

も
引
き
続
き
支
援
を
行
っ
て
い
く
。

　
　
　

防
災
備
蓄
倉
庫
の
備
蓄
品
を
含
め
た

　
　
　

現
状
と
今
後
の
方
針
を
問
う
。

　
　
　

非
常
食
や
飲
料
水
に
は
消
費
期
限
が

　
　
　

あ
り
、
非
常
食
が
計
画
の
34
％
、
飲

料
水
は
計
画
の
30
％
の
充
足
と
な
っ
て
い

る
。

　

な
お
、
飲
料
水
に
つ
い
て
は
、
市
内
に

11
ヶ
所
あ
る
上
水
道
の
配
水
池
で
、
災
害
時

に
は
１
万
９
千
５
７
０
ト
ン
の
水
道
水
が
貯

留
さ
れ
、利
用
で
き
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

　

ま
た
今
年
度
は
、
非
常
食 

約
３
千
食
、

毛
布
１
０
０
枚
、
投
光
器
10
セ
ッ
ト
を
購
入

　 小池  伸吾 議員
（公明党）

討議の
焦 点

Ａ Q

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 市政のここをきく！

Ａ Q

 「甲斐の国 防災リーダー講習」のようす

防災専門要員の育成について市の考えは？
◇防災リーダーは 308 名が受講、自主防災会配置率は 80％、
　今後は 100％を目指す。

マイタイムラインの作成推進は？
◇「防災リーダー養成講習会」の講座として検討する。

Ａ Q

Ａ

Q
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い
る
の
で
、
引
続
き
、
滞
在
型
市
民
農
園
事

業
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

■
関
連
し
た
そ
の
他
の
質
問
等
■

○
空
き
発
生
の
要
因
及
び
課
題
は

○
空
き
の
場
合
指
定
管
理
料
、
基
金
積
立
財

　

源
は

○
国
の
施
策
と
の
兼
ね
合
い
か
ら
政
策
変
更

　

は
考
え
て
い
る
か

○
移
住
希
望
者
に
お
試
し
住
宅
を
提
案

○
監
査
委
員
の
指
摘
の
よ
う
に
、
各
部
署
連

　

携
で
対
応
を
望
む

○
電
気
工
事
分
離
発
注
の
判
断
基
準
は

○
分
離
発
注
の
コ
ス
ト
面
の
課
題
は

○
電
気
工
事
優
遇
で
は

○
契
約
監
視
委
員
会
設
置
検
討
部
署
は

○
組
織
改
革
で
は
な
く
意
識
改
革
を

ク
ラ
イ
ン
ガ
ル
テ
ン
に
つ
い
て

 

説
明
責
任

　
　
　

市
長
公
約
に
基
づ
き
、
政
策
と
し
て

　
　
　

増
築
し
た
が
、
計
画
通
り
進
捗
し
て

い
る
の
か
。
ま
た
国
は
ク
ラ
イ
ン
ガ
ル
テ
ン

に
よ
る
交
流
人
口
増
よ
り
民
宿
、
民
泊
に
よ

る
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
を
中
心
と
し
た
政
策
へ
と

転
換
し
た
か
に
思
え
る
。
そ
こ
で
応
募
状
況

を
踏
ま
え
た
今
後
の
対
応
は
。

　
　
　

募
集
区
画
は
18
区
画（
新
規
拡
張
７
、

　
　
　

入
替
え
７
、途
中
退
去
４
）
で
あ
る
。

　

３
月
６
日
現
在
、
問
い
合
わ
せ
等
46
件
、

現
地
説
明
会
申
込
者
21
名
で
18
区
画
中
６
区

画
が
契
約
済
み
で
あ
る
。

　

今
後
の
対
応
に
つ
い
て
は
空
き
が
出
な
い

よ
う
、
積
極
的
な
募
集
活
動
を
実
施
し
て
い

く
が
、「
入
会
金
」、「
年
間
使
用
料
」
な
ど

運
営
の
見
直
し
を
検
討
す
る
。

　

今
後
、
空
き
が
出
た
場
合
、「
体
験
型
ラ

ウ
ベ
」
と
し
て
体
験
す
る
こ
と
に
よ
り
、
そ

の
後
の
年
間
契
約
に
繋
げ
る
利
用
方
法
も
考

え
て
い
る
。

　

農
村
の
交
流
は
、
一
定
の
成
果
を
上
げ
て

契
約
監
視
委
員
会
に
つ
い
て

 

李
下
に
冠
を
正
さ
ず

　
　
　

公
共
工
事
契
約
に
お
い
て
の
課
題
と

　
　
　

し
て
契
約
変
更
及
び
分
離
発
注
が
発

生
し
た
事
に
つ
い
て
の
認
識
は
。
ま
た
そ
の

判
断
は
誰
が
行
う
の
か
。

　

次
に
、
契
約
監
視
委
員
会
を
法
制
上
認
識

し
て
い
る
か
。
さ
ら
に
そ
の
設
置
を
提
案
す

る
が
。

　
　
　

建
設
工
事
は
、
多
種
多
様
な
自
然
・

　
　
　

社
会
・
環
境
条
件
の
特
殊
性
か
ら
変

更
を
認
め
る
こ
と
に
な
る
。
ま
た
、
分
離
発

注
は
中
小
建
設
業
者
の
育
成
、
受
注
機
会
の

増
大
と
い
っ
た
観
点
か
ら
国
の
示
す
契
約
の

基
本
方
針
に
基
づ
い
て
行
う
。

　

契
約
監
視
委
員
会
は
改
正
入
札
契
約
適
正

化
法
の
適
正
化
指
針
に
よ
り
、
公
共
工
事
の

入
札
及
び
契
約
に
つ
い
て
、
第
三
者
で
あ
る

学
識
経
験
者
等
の
意
見
を
適
切
に
反
映
す
る

こ
と
が
有
効
で
あ
る
と
認
識
し
て
お
り
、
契

約
監
視
委
員
会
の
設
置
に
つ
い
て
は
、
審
査

を
監
査
委
員
か
ら
受
け
、
透
明
性
の
確
保

に
努
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
す
で
に
設

置
し
て
い
る
自
治
体
等
の
導
入
経
過
を
踏
ま

え
、
監
査
委
員
の
意
見
を
伺
い
な
が
ら
検
討

し
て
い
く
。

■
関
連
し
た
そ
の
他
の
質
問
■

○
契
約
変
更
手
続
き
の
法
的
準
拠
は

●代表質問

　 飯野  久 議員
（民生クラブ）

討議の
焦 点

Ａ Q

QＡ

公共工事の契約で契約監視委員会の監視が必要では？
◇有効性を認識しているので検討する。

クラインガルテンの今後の対応は？
◇空きがないように努力する。

新規整備されたクラインガルテン
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る
。

　

市
内
の
病
院
と
の
連
携
に
よ
る
医
療
体
制

の
充
実
と
、
医
療
・
介
護
の
連
携
が
大
切
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
本
年
度
か
ら
進
め
て
い
る

中
巨
摩
医
師
会
と
市
内
病
院
、
行
政
と
の
連

携
会
議
に
お
い
て
、
さ
ら
な
る
協
力
体
制
を

構
築
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

初
期
救
急
体
制
に
つ
い
て

　
　
　

こ
れ
か
ら
の
高
齢
化
社
会
に
お
い
て

　
　
　

地
域
で
適
切
に
対
応
で
き
る
救
急
医

療
が
求
め
ら
れ
て
い
る
が
、
初
期
救
急
体
制

の
検
討
状
況
と
今
後
の
進
め
方
は
。

　
　
　

救
急
医
療
体
制
に
は
一
次
・
二
次
・

　
　
　

三
次
救
急
が
あ
り
、
こ
の
う
ち
各
自

治
体
で
整
備
す
べ
き
と
さ
れ
て
い
る

の
は
、
初
期
救
急
で
あ
る
一
次
救
急

体
制
で
あ
る
。

　

本
市
の
体
制
は
、
中
巨
摩
医
師
会

と
委
託
契
約
を
し
て
お
り
、
午
後
５

時
か
ら
９
時
ま
で
の
時
間
帯
を
、
市

内
の
診
療
所
に
よ
る
当
番
制
と
し
て

お
り
、
午
後
９
時
以
降
、
翌
朝
ま
で

の
深
夜
の
時
間
帯
は
、
白
根
徳
洲
会

病
院
と
巨
摩
共
立
病
院
、
宮
川
病
院

に
よ
り
当
番
制
で
対
応
し
て
い
る
。

　

昨
年
か
ら
医
師
会
と
市
内
救
急
医

療
協
力
病
院
と
で
、「
健
康
医
療
体

制
の
在
り
方
検
討
会
」
を
開
催
し
、

市
民
の
利
用
し
や
す
い
救
急
医
療
や
地
域
の

在
宅
医
療
体
制
の
あ
り
方
に
つ
い
て
検
討
を

始
め
て
い
る
。

　
　
　

市
消
防
本
部
の
テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス

　
　
　

で
行
っ
て
い
る
夜
間
・
休
日
の
当
番

医
案
内
の
内
容
を
、
ス
マ
ホ
や
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
で

簡
単
に
確
認
で
き
る
よ
う
改
善
を
提
案
す
る

が
。

　
　
　

現
在
の
音
声
ア
ナ
ウ
ン
ス
だ
け
で
は

　
　
　

緊
急
の
際
に
確
認
が
長
く
な
る
と
い

う
デ
メ
リ
ッ
ト
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
医
師
会

の
当
番
医
は
長
期
に
掲
載
は
で
き
な
い
が
、

短
期
間
ご
と
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
で

き
る
よ
う
検
討
し
て
い
る
。

こ
れ
か
ら
の
健
康
増
進
策
と

地
域
医
療
に
つ
い
て

　
　
　

全
国
的
に
伸
び
続
け
て
い
る
医
療
費

　
　
　

か
ら
目
を
背
け
る
こ
と
は
で
き
な

い
。
市
の
医
療
費
の
現
状
は
ど
う
な
の
か
。

ま
た
、
医
療
費
を
抑
制
す
る
施
策
は
あ
る
の

か
。

　
　
　

医
療
費
は
伸
び
続
け
て
お
り
、
そ
の

　
　
　

大
き
な
要
因
の
一
つ
に
は
高
齢
化
が

あ
り
、
本
市
の
医
療
費
は
年
間
２
０
０
億
円

を
超
え
て
い
る
。

　

本
市
の
健
診
受
診
率
は
高
く
、
健
診
後
の

指
導
体
制
も
充
実
し
て
お
り
、
ご
自
身
の
体

の
状
況
を
把
握
し
て
い
た
だ
き
、
生
活
改
善

が
必
要
な
人
に
は
、
食
生
活
改
善
の
教
室
や

専
門
家
に
よ
る
予
防
教
室
を
実
施
し
、
医
療

費
の
抑
制
に
つ
な
げ
て
い
る
。

　

こ
の
医
療
費
の
抑
制
は
、
最
重
要
課
題
と

し
て
捉
え
て
お
り
、
今
後
と
も
医
師
会
、
歯

科
医
師
会
、
薬
剤
師
会
と
の
連
携
を
強
固
に

取
り
組
ん
で
い
く
。

　
　
　

山
梨
県
で
は
地
域
医
療
構
想
に
よ
り

　
　
　
「
病
院
完
結
型
」か
ら「
地
域
完
結
型
」

へ
の
医
療
の
転
換
を
掲
げ
て
い
る
。
市
の
地

域
医
療
の
現
状
と
充
実
策
は
。

　
　
　

山
梨
県
地
域
医
療
構
想
で
は
、
高
齢

　
　
　

化
の
ピ
ー
ク
に
向
け
て
、
中
北
圏
域

の
入
院
ベ
ッ
ド
数
の
削
減
が
予
定
さ
れ
て
い

　 村松  三千雄 議員
（市民創政の会）

討議の
焦 点

Ａ Q

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 市政のここをきく！

市の医療費の現状と抑制策は？
◇医療費は年間 200 億円。医療費抑制は最重要課題とし取り組む。

市の地域医療の充実策は？
◇医師会・市内病院・行政との連携で、さらなる協力体制を構築。

初期救急体制の検討状況と今後の進め方は？
◇市民の利用しやすい救急医療・在宅医療体制の
　あり方を検討中。

Ａ Q

Ａ Q

QＡ

健康医療体制の在り方検討会のようす
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●代表質問

　 名取  泰 議員
（日本共産党南アルプス市議団）

討議の
焦 点

　
　
　

一
例
と
し
て
、
白
根
御
勅
使
中
学
校

　
　
　

改
築
事
業
で
は
、
起
債
対
象
事
業

費
17
億
９
千
９
百
万
円
に
対
し
、
合
併
特

例
債
を
活
用
し
た
場
合
の
実
質
負
担
額
は

６
億
３
百
万
円
、
活
用
し
な
か
っ
た
場
合

の
実
質
負
担
額
は
13
億
９
千
７
百
万
円
で
、

７
億
９
千
４
百
万
円
を
軽
減
で
き
た
。

　

ま
た
、
市
内
４
保
育
所
の
改
修
事
業
で
は
、

平
成
30
年
度
予
算
分
を
含
め
た
概
算
で
、
起

債
対
象
事
業
費
４
億
７
千
７
百
万
円
に
対

し
、
合
併
特
例
債
を
活
用
し
た
場
合
の
実
質

負
担
額
は
１
億
６
千
万
円
、
活
用
し
な
か
っ

た
場
合
の
実
質
負
担
額
は
３
億
１
千
万
円

で
、
１
億
５
千
万
円
を
軽
減
で
き
た
。

今
後
の
保
育
所
の
運
営
方
針

に
つ
い
て

　
　
　

平
成
29
年
度
６
月
議
会
で
保
育
所
の

　
　
　

指
定
管
理
に
つ
い
て
質
問
し
た
際

に
、
公
立
保
育
所
の
あ
り
方
に
つ
い
て
は
改

め
て
検
討
し
て
い
く
と
の
答
弁
で
あ
っ
た
。

そ
の
後
の
検
討
状
況
と
今
後
の
方
針
は
。

　
　
　

公
立
保
育
所
の
あ
り
方
に
つ
い
て
は

　
　
　

昨
年
度
ま
で
「
南
ア
ル
プ
ス
市
子
ど

も
子
育
て
会
議
」
で
、
指
定
管
理
者
制
度
の

導
入
を
含
め
、
検
討
し
て
い
た
だ
い
て
き
た
。

本
年
度
に
は
「
南
ア
ル
プ
ス
市
公
立
保
育
所

あ
り
方
検
討
委
員
会
」
を
設
置
し
、
こ
れ
ま

で
２
回
開
催
し
た
。

　

公
立
保
育
所
の
運
営
の
方
法
は
、
検
討
委

員
会
で
の
方
向
性
が
出
て
か
ら
考
え
て
い
き

た
い
。

　
　
　

市
は
優
良
な
実
績
の
あ
る
学
校
法
人

　
　
　

や
社
会
福
祉
法
人
に
担
っ
て
い
た

だ
く
か
ら
問
題
な
い
と
言
う
が
、
保
育
士

確
保
や
保
育
士
の
待
遇
改
善
が
厳
し
い
も
と

で
は
、
そ
れ
も
難
し
い
。
前
回
の
質
問
で
指

定
管
理
に
伴
う
問
題
点
に
つ
い
て
指
摘
し
た

が
、「
検
討
委
員
会
」
で
は
、
そ
う
し
た
問

題
点
も
提
示
し
て
検
討
し
て
い
た
だ
き
た

い
。

　
　
　

お
っ
し
ゃ
る
通
り
だ
。

合
併
特
例
債
を
活
用
し
た

集
中
整
備
と
市
の
財
政
見
通
し

に
つ
い
て

　
　
　

こ
の
４
年
間
で
取
り
組
ん
だ
合
併
特 

　
　
　

例
債
を
活
用
し
た
集
中
整
備
に
つ
い

て
ど
う
評
価
し
て
い
る
か
。

　
　
　

平
成
27
年
度
か
ら
今
年
度
ま
で
に

　
　
　

合
併
特
例
債
を
活
用
し
た
整
備

状
況
は
、
起
債
総
額
で
１
７
４
億
３
千
万

円
、
そ
の
内
訳
は
教
育
・
生
涯
学
習
施
設
が

92
億
４
千
万
円
で
53
％
、
健
康
福
祉
・
子
育

て
施
設
が
11
億
５
千
万
円
で
７
％
、
庁
舎
や

支
所
が
23
億
７
千
万
円
で
14
％
、
道
水
路
や

公
園
な
ど
が
18
億
３
千
万
円
で
10
％
と
な
っ

て
お
り
、
こ
れ
ら
で
全
体
の
約
84
％
を
占
め

て
い
る
。

　

大
規
模
な
新
庁
舎
と
い
う
新
た
な
建
設
事

業
に
多
額
な
合
併
特
例
債
を
充
て
る
の
で
は

な
く
、
子
ど
も
た
ち
の
安
全
、
安
心
の
た
め

の
教
育
施
設
整
備
、
将
来
へ
の
負
担
を
軽
減

す
る
た
め
の
公
共
施
設
の
機
能
移
転
や
集
約

化
、
市
民
生
活
に
関
わ
り
が
深
い
道
水
路
の

整
備
な
ど
を
優
先
し
て
改
修
に
取
り
組
ん
で

き
た
。

　
　
　

市
は
合
併
特
例
債
を
活
用
し
た
集
中

　
　
　

整
備
に
よ
っ
て
、
将
来
負
担
を
軽
減

で
き
た
と
説
明
し
て
い
る
が
、
実
際
に
ど
れ

く
ら
い
の
金
額
を
軽
減
で
き
た
の
か
。

Ａ Q

Ａ Q

金丸市政での合併特例債を活用した集中整備の特徴は？
◇大規模な新庁舎建設よりも教育施設の改修や道水路の整備などを優先。

公立保育所の今後の運営方針は？
◇指定管理化については、検討委員会の方針を受け考えたい。

指定管理に伴う問題点も含め検討を !
◇おっしゃる通りだ。

Ａ

Q

Ａ Q

＊市財政課資料を基に算出

　H30 年度は９月補正までの事業。
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１
１
３
件
中
、
約
98
％
の
同
意
を
得
て
い
る
。

　

地
権
者
全
員
の
同
意
を
い
た
だ
い
た
後
に

募
集
要
項
の
策
定
を
行
い
、
企
業
公
募
を
進

め
て
い
く
予
定
で
あ
る
。

○
企
業
誘
致
対
策
に
つ
い
て

　
　
　

新
年
度
に
向
け
て
新
た
に
企
業
誘
致

　
　
　

の
考
え
は
。

　
　
　

新
年
度
に
お
い
て
、
誘
致
の
最
優
先

　
　
　

事
項
は
、
南
ア
ル
プ
ス
IC
周
辺
、
12

ヘ
ク
タ
ー
ル
へ
の
優
良
企
業
の
誘
致
で
あ
る

と
考
え
て
い
る
。

　

大
変
魅
力
的
な
立
地
条
件
を
備
え
た
場
所

と
し
て
、「
民
設
民
営
に
よ
る
新
た
な
産
業

拠
点
」
と
す
べ
く
、
現
在
も
優
良
企
業
の
誘

致
に
向
け
、
鋭
意
努
力
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
る
。

市
営
霊
園
の
建
設
に
つ
い
て

　
　
　

交
流
人
口
の
増
加
を
図
る
こ
と
を
目

　
　
　

的
に
市
営
霊
園
の
建
設
を
提
案
し
た

い
が
市
の
見
解
を
伺
う
。

　
　
　

交
流
人
口
の
増
加
策
と
し
て
、
ご
提

　
　
　

案
い
た
だ
い
た
市
営
霊
園
建
設
に
つ

い
て
は
、
官
民
の
役
割
、
市
民
の
ニ
ー
ズ
、

用
地
の
確
保
な
ど
の
課
題
の
研
究
・
検
証
が

必
要
で
あ
り
、
直
ち
に
市
営
で
設
置
す
る
こ

と
は
考
え
て
い
な
い
。

ア
プ
ロ
ー
チ
の
た
め
に
土
地
を
購
入
し
た
の

で
、
来
庁
者
の
駐
車
ス
ペ
ー
ス
の
確
保
と
、

利
便
性
が
向
上
す
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

　

障
が
い
者
専
用
乗
降
場
は
今
後
様
子
を
見

な
が
ら
検
討
す
る
。

○
完
熟
農
園
の
土
地
交
渉
状
況
に
つ
い
て

　
　
　

土
地
交
渉
の
終
結
と
企
業
公
募
時
期

　
　
　

は
い
つ
頃
か
。

　
　
　

土
地
交
渉
は
２
月
末
時
点
で
、
事
業

　
　
　

推
進
に
必
要
な
地
権
者
の
総
件
数

４
年
間
の
総
括
と

再
選
に
む
け
て
の
考
え
方
に

つ
い
て

○
本
庁
舎
利
便
性
向
上
に
つ
い
て

　
　
　

耐
震
棟
の
完
成
、
駐
車
場
の
整
備
等

　
　
　

関
係
工
事
が
進
め
ら
れ
て
い
る
が
、

さ
ら
に
利
便
性
向
上
の
た
め
の
施
策
を
考
え

て
い
る
か
。
ま
た
、
耐
震
棟
前
に
障
が
い
者

専
用
乗
降
場
を
設
け
る
考
え
は
。

　
　
　

庁
舎
整
備
に
つ
い
て
は
、
費

　
　
　

用
を
か
け
ず
必
要
最
小
限
の

工
事
で
、
強
く
長
持
ち
し
、
来
庁
者

に
使
い
や
す
く
、
市
民
の
将
来
負
担

に
な
ら
な
い
庁
舎
を
つ
く
る
こ
と
が

基
本
で
あ
る
。

　

平
成
31
年
３
月
、
耐
震
棟
と
し
建

設
し
て
い
た
「
新
館
」
と
、
本
庁
舎

と
し
て
い
た
「
本
館
」
の
耐
震
改
修

工
事
が
完
了
し
た
。

　

本
庁
舎
の
利
便
性
向
上
に
つ
い
て

の
考
え
で
あ
る
が
、
昨
年
、
東
別
館

と
そ
の
東
側
の
駐
車
場
を
購
入
し
た

の
で
、
公
用
車
駐
車
場
と
し
て
利
用

し
、
庁
舎
の
周
辺
に
は
、
来
庁
者
が

さ
ら
に
駐
車
で
き
る
よ
う
ス
ペ
ー
ス

を
確
保
す
る
。

　

ま
た
、
西
別
館
駐
車
場
に
つ
い
て

は
、
西
側
道
路
か
ら
の
駐
車
場
へ
の

　 花輪  幸長 議員
（市民クラブ）

討議の
焦 点

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 市政のここをきく！

Ａ

QＡ

Q

●代表質問

本館の改修や新館の完成で利便性が向上している
庁舎整備の今後は？
◇必要最小限の工事で、強く長持ちし、来庁者に使いやすく、
　市民の将来負担にならない庁舎の整備を進めている。
　庁舎の周辺に来庁者がさらに駐車できるようスペースを確保する。

駐車場が整備された市役所新館周辺

QＡ

QＡ
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今
後
は
警
察
も
含
め
、
関
係
機
関
と
の

　
　
　

連
携
を
強
化
す
る
と
と
も
に
、
法
的
側

面
か
ら
ア
ド
バ
イ
ス
が
受
け
ら
れ
る
弁
護
士
・

ス
ク
ー
ル
ロ
イ
ヤ
ー
の
配
置
に
つ
い
て
も
、
国

や
県
の
動
向
を
注
視
し
つ
つ
検
討
を
進
め
て
い

く
。

■
そ
の
他
の
質
問
■

○
風
し
ん
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
助
成
に
つ
い
て

障がい者の方々の観点から
災害時避難行動
要支援者の防災、減災

中込 恵子 議員
（新生かがやき）

質疑の
主 題

質疑の
主 題

で
あ
る
。
新
規
開
設
に
向
け
、
平
成
31
年
度
中

に
進
め
た
い
と
考
え
て
い
る
。

児
童
虐
待
防
止
に
対
す
る

取
り
組
み
に
つ
い
て

　
　
　

本
市
の
学
校
現
場
で
は
、
児
童
虐
待
も

　
　
　

含
め
、
い
じ
め
や
不
登
校
な
ど
の
相
談

体
制
と
し
て
、
臨
床
心
理
士
、
教
育
相
談
員
、

ま
た
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
（
Ｓ
Ｓ

Ｗ
）、
家
庭
児
童
相
談
室
、
児
童
相
談
所
な
ど

と
連
携
し
た
対
応
を
行
っ
て
い
る
。
今
後
、
警

察
や
弁
護
士
な
ど
と
も
連
携
し
て
対
応
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
る
が
、
ス
ク
ー
ル
ロ
イ

ヤ
ー
の
必
要
性
も
含
め
た
本
市
の
考
え
は
。

　
　
　

２
０
２
０
年
に
は
、
全
国
ど
こ
で
も
好

　
　
　

き
な
自
治
体
の
ポ
イ
ン
ト
を
購
入
し
、

地
域
の
商
品
を
購
入
す
る
こ
と
で
、
そ
の
一
定

割
合
に
つ
い
て
プ
レ
ミ
ア
ム
ポ
イ
ン
ト
を
国
費

で
上
乗
せ
す
る
と
聞
い
て
い
る
。「
め
い
ぶ
つ

チ
ョ
イ
ス
」
を
導
入
し
、
経
済
活
性
化
の
た
め

地
域
産
品
の
新
た
な
流
通
の
場
を
開
拓
す
る
考

え
は
。

　
　
　
「
め
い
ぶ
つ
チ
ョ
イ
ス
」
は
、
ふ
る
さ

　
　
　

と
納
税
の
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
の
一
つ
で

あ
る
「
ふ
る
さ
と
チ
ョ
イ
ス
」
を
運
営
す
る
事

業
者
が
管
理
し
て
い
る
サ
イ
ト
で
あ
り
、
オ
ン

ラ
イ
ン
で
物
産
等
が
購
入
で
き
る
自
治
体
ポ
イ

ン
ト
を
利
用
し
た
オ
ン
ラ
イ
ン
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ

　
　
　

　
　
　

要
支
援
者
の
方
々
は
、
災
害
時
に
、
早

　
　
　

く
正
し
い
情
報
を
受
け
取
れ
る
か
不
安

に
思
っ
て
い
る
。
市
の
取
り
組
み
は
。

　
　
　
「
緊
急
時
の
情
報
伝
達
」
は
、「
防
災
行

　
　
　

政
無
線
」
の
ほ
か
、
テ
レ
ビ
等
の
「
災

害
情
報
共
有
シ
ス
テ
ム
」、「
Ｌ
ア
ラ
ー
ト
」
や

ス
マ
ホ
配
信
、
消
防
団
の
ポ
ン
プ
車
広
報
、
自

主
防
災
会
長
へ
の
電
話
連
絡
な
ど
、
様
々
な
方

法
を
取
る
。

　
「
避
難
行
動
要
支
援
者
」
の
方
々
は
、
地
区

の
民
生
委
員
を
通
じ
て
「
あ
っ
た
か
カ
ー
ド
」

に
ご
登
録
い
た
だ
き
、
災
害
時
の
円
滑
な
避
難

や
、
安
否
確
認
に
つ
な
げ
る
。

　

　
　
　

障
が
い
の
種
類
に
よ
り
、
異
な
る
配

　
　
　

慮
事
項
等
を
支
援
員
に
指
導
し
て
い

る
か
。

　
　
　
「
あ
っ
た
か
カ
ー
ド
」
に
登
録
す
れ
ば

　
　
　

災
害
時
の
円
滑
な
避
難
や
安
否
確
認

が
と
れ
る
体
制
を
整
え
て
い
る
。
支
援
員
に

は
、
障
が
い
の
特
性
や
配
慮
事
項
に
つ
い
て

把
握
を
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

　
　
　

地
区
の
避
難
訓
練
に
、
障
が
い
者
が

　
　
　

参
加
す
る
事
が
今
ま
で
は
非
常
に
少

な
か
っ
た
。
避
難
訓
練
や
避
難
所
開
設
訓
練

に
参
加
し
た
い
と
の
要
望
に
応
え
る
か
。

　
　
　

大
切
な
こ
と
だ
が
、
障
が
い
者
が
参

　
　
　

加
し
に
く
い
と
聞
く
。
ま
ず
は
、
各

Ａ Q Ａ Q

Ａ

Q

自
治
会
で
「
要
支
援
者
」
を
把
握
し
、そ
の
方
々

に
適
し
た
「
支
援
計
画
」
を
作
成
す
る
こ
と

を
優
先
し
て
取
り
組
み
中
で
あ
る
。

■
そ
の
他
の
質
問
■

○
車
椅
子
牽
引

　

用
具
で
あ
る

　

JIN
R
IK
I

の

　

導
入
提
案

○
児
童
相
談
所

　

全
国
共
通
ダ

　

イ
ヤ
ル
１
８

　

９
の
周
知
徹

　

底
を
求
め
る

QＡ

市政のここをきく！●一般質問

河野  木綿子 議員
（公明党）

マイナンバーを活用した
マイキープラットフォーム
構想の推進

Ａ Q

車椅子牽引用具「JINRIKI」

●
マ
イ
キ
ー
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
構
想

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
活
用
し
、
公
共
施
設
な
ど
の

カ
ー
ド
を
１
枚
に
す
る
と
と
も
に
、
各
自
治
体
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
ポ
イ
ン
ト
や
健
康
ポ
イ
ン
ト
等
を
自
治
体
ポ

イ
ン
ト
と
し
て
管
理
す
る
。
貯
ま
っ
た
自
治
体
ポ
イ
ン

ト
で
、
地
域
の
商
店
で
買
い
物
を
し
た
り
、
オ
ン
ラ
イ

ン
で
地
域
の
産
物
を
買
う
こ
と
が
で
き
る
。
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市長の政治姿勢

矢﨑 俊秀 議員
（市民創政の会）

清水 重仁 議員
（民生クラブ）

農林業の振興

質疑の
主 題

質疑の
主 題

値
と
し
て
お
示
し
し
た
も
の
で
あ
る
。

【
意
見
】

　

私
の
質
問
に
対
し
て
明
確
な
答
弁
が
無
か
っ

た
。
つ
ま
り
「
財
政
収
支
見
通
し
」
で
示
す
、

８
年
後
か
ら
始

ま
る
恒
常
的
な

10
億
円
規
模
の

赤
字
収
支
、
お

よ
び
基
金
枯
渇

の
懸
念
に
対
し

て
、
当
局
は
、

見
通
し
の
期
間

を
10
年
間
と
し

た
場
合
に
は
、

　
　
　

市
長
は
全
体
の
奉
仕
者
と
し
て
説
明
責

　
　
　

任
を
果
た
し
て
い
る
か
。

　

12
月
議
会
に
お
い
て
市
長
か
ら
は
市
が
示
し

て
い
る
５
年
後
の
赤
字
転
落
、
８
年
後
以
降
の

10
億
円
も
の
慢
性
的
な
収
支
赤
字
に
つ
い
て
、

具
体
的
な
説
明
を
伺
う
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。

こ
れ
で
は
、
市
の
将
来
を
市
民
に
し
っ
か
り
伝

え
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
こ
の
様
な
政
治
姿
勢

で
全
体
の
奉
仕
者
と
し
て
の
市
長
の
説
明
責
任

が
果
た
せ
て
い
る
の
か
伺
う
。

　
　
　

見
通
し
の
期
間
を
10
年
間
と
し
た
場
合

　
　
　

に
は
、
後
半
の
推
計
値
の
精
度
が
大
幅

に
低
下
す
る
た
め
、
前
半
の
５
年
間
を
推
計
値

と
し
、
後
半
の
５
年
間
は
、
あ
く
ま
で
も
参
考

　
　
　

市
長
は
日
頃
、
本
市
の
基
幹
産
業
は
農

　
　
　

業
だ
と
言
っ
て
い
る
が
、
具
体
的
な
振

興
策
は
。

　
　
　

現
在
、
本
市
の
基
幹
産
業
で
あ
る
農
業

　
　
　

を
推
進
す
る
た
め
、
国
や
県
の
事
業
及

び
、
市
の
単
独
事
業
を
取
り
入
れ
、
農
業
振
興

を
図
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
新
規
就
農
者

や
、
規
模
拡
大
を
希
望
す
る
農
業
者
の
方
々
に

は
、
毎
年
実
施
し
て
い
る
「
人
・
農
地
プ
ラ
ン
」

に
基
づ
い
た
地
域
の
話
合
い
に
参
加
し
て
い
た

だ
き
、
遊
休
農
地
も
含
め
た
農
地
情
報
な
ど
を

提
供
し
、
遊
休
農
地
流
動
化
奨
励
補
助
金
等
の

活
用
を
推
進
し
な
が
ら
、
営
農
活
動
に
つ
な
げ

て
い
た
だ
く
よ
う
促
し
て
い
る
。

　

今
後
は
、
農
地
利
用
円
滑
化
団
体
で
あ
る
Ｊ

Ａ
南
ア
ル
プ
ス
市
と
連
携
す
る
中
で
、「
農
地

中
間
管
理
機
構
」
を
活
用
し
、
農
地
の
集
積
に

力
を
入
れ
て
い
く
。

　
　
　

４
月
か
ら
森
林
経
営
管
理
法
に
基
づ
き

　
　
　

調
査
を
始
め
る
と
い
う
が
、
具
体
的
に

は
何
を
ど
こ
か
ら
始
め
る
の
か
。

　
　
　

今
年
４
月
か
ら
施
行
さ
れ
る
森
林
経
営

　
　
　

管
理
法
で
は
、
森
林
所
有
者
に
自
ら
が

所
有
す
る
森
林
の
管
理
責
任
が
あ
る
事
を
示
し

た
上
で
、
所
有
す
る
森
林
の
今
後
の
管
理
方
法

等
を
お
尋
ね
す
る
経
営
管
理
意
向
調
査
を
行
う

こ
と
と
さ
れ
て
い
る
。
意
向
調
査
の
結
果
か
ら
、

そ
の
後
の
森
林
経
営
管
理
の
方
策
を
検
討
す
る

こ
と
に
な
る
。

Ａ Q Ａ Q

Ａ Q

後
半
の
推
計
値
の
精
度
が
大
幅
に
低
下
す
る
と

し
て
、
５
年
後
か
ら
の
財
政
の
悪
化
傾
向
を
見

て
み
な
い
姿
勢
に
あ
る
。

　

市
の
「
財
政
収
支
見
通
し
」
は
、
明
ら
か
に

８
年
後
か
ら
は
危
機
的
な
状
況
を
示
し
て
い
る

が
、
不
正
確
を
理
由
に
、
そ
こ
に
は
触
れ
な
い

姿
勢
が
憂
慮
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
こ
れ
で

は
全
体
の
奉
仕
者
と
し
て
の
説
明
責
任
が
果
た

せ
て
い
な
い
。

■
そ
の
他
の
質
問
■

○
財
政
政
策
の
方
針
転
換
の
根
拠
に
つ
い
て　

○
完
熟
農
園
検
証
委
員
会
を
要
綱
と
し
た
違
反

　

を
市
長
は
な
ぜ
止
め
ら
れ
な
か
っ
た
か
に
つ

　

い
て

市政のここをきく！

「人・農地プラン」地域の話合いのようす

市が公表した「中期財政収支見通し（第8期）」
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避
難
路
、
通
学
路
等
の
安
全
確
保
に

つ
い
て

　
　
　

避
難
路
や
通
学
路
な
ど
を
は
じ
め
と
す

　
　
　

る
市
内
の
ブ
ロ
ッ
ク
塀
の
点
検
、
改
修
、

撤
去
等
の
安
全
対
策
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　
　

ブ
ロ
ッ
ク
塀
等
撤
去
改
修
補
助
事
業
制

　
　
　

度
の
新
年
度
制
定
を
検
討
し
て
い
る
。

ま
た
、
新
聞
報
道
に
も
あ
っ
た
、
国
、
県
の
補

助
制
度
を
本
市
の
制
度
に
組
み
込
ん
で
行
け
る

か
を
検
討
し
て
い
く
。

【
意
見
】

　

執
行
部
の
答
弁
内
容
に
、
質
問
の
主
旨
に
そ

ぐ
わ
な
い
内
容
が
多
く
、
議
長
か
ら
注
意
が

あ
っ
た
。
執
行
部
に
公
明
正
大
な
議
論
を
望
む
。

財政計画

櫻田 力 議員
（未来の風）

松野  昇平 議員
（日本共産党南アルプス市議団）

産業支援

質疑の
主 題

質疑の
主 題

て
い
た
が
、
実
態
と
タ
イ
ト
ル
を
一
緒
に
し
た

と
い
う
こ
と
で
、
条
例
違
反
で
は
な
い
。

行
政
の
説
明
責
任
（
ア
カ
ウ
ン
タ
ビ
リ

テ
ィ
ー
）と
法
令
遵
守（
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
）

に
つ
い
て

　
　
　

完
熟
農
園
の
検
証
委
員
会
を
め
ぐ
る
住

　
　
　

民
訴
訟
で
市
が
全
面
敗
訴
し
た
。市
は
、

本
件
の
顛
末
と
信
頼
回
復
に
つ
い
て
、
市
民
に

ど
の
よ
う
に
説
明
す
る
の
か
。

　
　
　

ど
の
よ
う
な
説
明
方
法
が
望
ま
し
い
の

　
　
　

か
検
討
し
て
お
り
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
よ
り
、
説
明
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
　
　

将
来
負
担
比
率
と
は
、
現
在
の
市
の
財

　
　
　

政
規
模
に
対
す
る
市
が
抱
え
て
い
る
負

債
の
割
合
を
示
し
た
、
現
在
の
財
政
状
況
を
示

す
指
標
で
あ
り
、
将
来
を
担
保
す
る
指
標
で
は

な
い
が
、
市
長
の
考
え
を
伺
う
。

　
　
　

将
来
負
担
比
率
と
い
う
の
は
、
現
時
点

　
　
　

で
見
て
ど
れ
く
ら
い
の
負
担
が
あ
る
か

で
、
こ
れ
さ
え
健
全
で
あ
れ
ば
、
全
く
問
題
が

な
い
。

　
　
　

市
が
、
第
２
次
総
合
計
画
に
定
め
ら
れ

　
　
　

た
通
り
に
、
中
長
期
的
な
財
政
計
画
を

作
ら
な
い
の
は
条
例
違
反
で
は
な
い
か
。

　
　
　

第
二
次
総
合
計
画
を
作
成
し
た
平
成
26

　
　
　

年
当
時
は
「
計
画
」
と
い
う
言
葉
を
使
っ

　
　
　

　
　
　
「
富
士
市
産
業
支
援
セ
ン
タ
ーf-Biz

　
　
　
（
エ
フ
ビ
ズ
）」
で
は
、
個
別
支
援
の
プ

ロ
が
、
農
業
、
製
造
業
、
サ
ー
ビ
ス
業
等
、
業

種
を
問
わ
ず
す
べ
て
の
個
人
・
中
小
事
業
者
か

ら
販
路
拡
大
や
商
品
開
発
な
ど
の
相
談
を
無
料

で
受
け
、
課
題
解
決
に
じ
っ
く
り
取
り
組
む
。

　

こ
う
い
っ
た
産
業
支
援
が
求
め
ら
れ
て
い
る

と
考
え
る
が
、
市
の
所
見
を
伺
う
。

　
　
　
「
エ
フ
ビ
ズ
」
の
設
置
目
的
に
つ
い
て

　
　
　

は
、
南
ア
ル
プ
ス
市
商
工
会
が
重
点
的

に
取
り
組
ん
で
い
る
「
事
業
者
の
持
続
的
な
発

展
」、「
利
益
を
上
げ
ら
れ
る
経
営
体
制
の
構

築
」、「
販
路
の
確
保
」
な
ど
の
支
援
と
共
通
し

て
お
り
、
ま
た
、
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
支
援
拠
点
と

し
て
の
機
能
も
有
し
て
い
る
と
認
識
し
て
い

る
。

【
意
見
】

　

熊
本
県
天
草
市
で
は
、
市
と
商
工
会
と
金
融

機
関
で
一
般
社
団
法
人
を
組
織
し
、
平
成
27
年

か
ら
中
小
企
業
支
援
セ
ン
タ
ー
「
ア
マ
ビ
ズ
」

の
運
営
を
行
っ
て
い
る
。
３
年
間
で
応
じ
た
相

談
数
は
、
８
４
０
事
業
者
、
４
，４
４
５
件
。

８
割
が
増
収
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。

　

地
域
経
済
と
雇
用
を
圧
倒
的
に
支
え
る
中
小

企
業
、
し
か
も
そ
の
多
く
は
南
ア
ル
プ
ス
市
で

終
生
頑
張
ろ
う
と
し
て
い
る
方
た
ち
で
あ
る
。

そ
う
い
っ
た
方
た
ち
の
魅
力
を
最
大
限
に
引
き

出
し
、
光
を
当
て
る
た
め
に
、
市
も
当
事
者
意

Ａ Q Ａ Q

Ａ Q

識
を
持
ち
な
が
ら
、
関
連
団
体
と
話
を
進
め
て

も
ら
い
た
い
。

■
そ
の
他
の
質
問
■

○
子
育
て
支
援
の
さ
ら
な
る
充
実
に
つ
い
て

QＡ

●一般質問

Ａ Q

もともとは「一体構造金型」という名称だっ
た装置。エフビズの助言で、「金型革命５ダ
ウン」に変えたことで、製造費や部品点数の
削減など５つのメリットがあることが一目で
わかるようになり、新規で 50 件の受注を獲
得。業績がＶ字回復した
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さ
ら
に
、
将
来
的
に
自
治
会
等
を
単
位
と
す

る
第
３
層
協
議
体
へ
発
展
さ
せ
、
地
域
が
自
分

事
と
し
て
捉
え
、
支
え
あ
い
、
助
け
合
い
に
一

歩
踏
み
出
せ
る
よ
う
支
援
し
て
い
く
。

　

こ
の
事
業
は

本
市
の
重
要
課

題
で
あ
り
、
平

成
31
年
度
以
降

も
社
協
と
連
携

を
図
る
中
で
、

積
極
的
に
支
援

し
て
い
く
考
え

で
あ
る
。

●市民クラブ
●会派のメンバー   
　代表：斉藤 諭
　　　　北村 千代子、野中 國幹、花輪 幸長

【視察先】香川県坂出市、岡山県瀬戸内市
　　　　 兵庫県小野市

【視察日】平成 31 年 1 月 15 日（火）～ 17 日（木）
【視察の内容】
坂出市「（株）瀬戸内オリーブ園」 視察
平成 23 年度　設立
オリーブオイルの商品化、ポリフェノールやオレイ
ン酸など美容成分の化粧用オイルの商品化
経営規模　約 6ha　3,000 本（11 種類）
従業員　６人（摘み取り時期を除く）
果実生産量　約 20 トン（年）
◇オリーブ栽培
　苗木を植栽して 3 年経つと実が付く。収穫期は 10
月から 12 月。主な仕事は肥料、消毒、除草、剪定、
収穫。鳥獣被害なし。日照時間が長く、弱アルカリ
性土壌を好む。根が浅いので支柱で防風。湿地帯を
好まない。気温－ 10 度以内、降雪少ない。

【総　括】
　本市においてオリーブ栽培が気候、風土ともに適
している。主な労力は収穫時であり、果樹栽培と兼
ねた経営ができる。身近にオリーブオイルを食する
ことができ、健康と美容に期待できる。今後、遊休
農地も活用して産地化を進めていきたい。

【その他の視察】
香川県坂出市「市民後見推進事業」
岡山県瀬戸内市「まちづくり会議の取り組みについて」
兵庫県小野市「行政経営について」

子育て支援事業

北村  千代子 議員
（市民クラブ）

質疑の
主 題

で
の
子
ど
も
医
療
費
無
料
化
を
行
っ
て
い
る
。

こ
れ
か
ら
も
さ
ら
な
る
子
育
て
支
援
の
充
実
を

図
っ
て
い
く
。

地
域
支
え
あ
い
協
議
体
の

体
制
づ
く
り
に
つ
い
て

　
　
　

市
内
全
体
に
浸
透
で
き
、
活
動
し
て
い

　
　
　

く
た
め
の
支
援
策
は
何
か
。

　
　
　

市
全
体
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
第
１
層

　
　
　

協
議
体
と
、
よ
り
細
や
か
な
地
域
の
課

題
を
話
し
合
う
小
学
校
区
を
第
２
層
と
体
系
づ

け
、
３
月
現
在
、
12
小
学
校
区
が
設
置
さ
れ
、

残
り
３
小
学
校
区
も
年
度
末
ま
で
に
協
議
が
進

ん
で
い
る
。

　
　
　

　
　
　

子
育
て
の
支
援
策
と
し
て
市
の
体
系
づ 

　
　
　

く
り
は
何
か
。

　
　
　

市
で
は
産
前
産
後
の
不
安
感
を
持
っ
た

　
　
　

お
母
さ
ん
方
の
た
め
、
昨
年
か
ら
助
産

師
を
配
置
し
、
出
産
後
の
家
庭
を
訪
問
、
指
導

支
援
し
て
い
る
。
ま
た
、
地
区
担
当
保
健
師
と

助
産
師
が
、
マ
タ
ニ
テ
ィ
ー
教
室
や
出
産
の
準

備
の
支
援
を
重
層
的
に
行
っ
て
い
る
。
里
帰
り

出
産
に
も
他
市
町
村
と
連
携
を
と
り
対
応
し
て

い
る
。

　

ま
た
、
産
前
産
後
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
の
利
用
も

勧
め
て
お
り
、
県
下
一
の
利
用
率
に
な
っ
て
い

る
。
さ
ら
に
、
子
育
て
支
援
と
し
て
一
時
預
か

り
事
業
、
病
児
・
病
後
児
保
育
事
業
、
18
歳
ま

Ａ Q

●一般質問　　　　　　　　　　　　　

Ａ Q

第３層藤田協議体の会議のようす

表彰されたオリーブ油製品

坂出市視察のようす
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□□□□□□政 務 活 動 報 告

●市民創政の会
●会派のメンバー

　代表：矢﨑 俊秀　
　　　　村松 三千雄、三木 充

【視察先】新潟県燕市、長野県佐久市
【視察日】平成 31 年 1 月 16 日（水）～ 17 日（木）
【視察の内容】
佐久市「佐久市産業立地応援プラン」
　佐久市は高速道路の利便性から 12 箇所の工業団地
があり、建設中の佐久臼田ＩＣ周辺にも新たな工業
団地を計画している。東京・名古屋に一人ずつ産業
立地推進委員を配置しているなど、企業誘致に力を
入れている。
〇佐久市産業立地応援プラン 2018 の概要
①国内回帰やリスク分散のために産業立地した企業
　に補助
②市内居住者を一定の人数以上雇用した企業に補助
③空き家や空き店舗を賃借しての「サテライトオフィ
　ス」を開設した企業に補助
④市内で製造業を営んでいる企業が、建物を新築し
　た場合などに補助

【総　括】
　佐久市は、豊かな自然環境や首都圏からのアクセ
スの良さから、工業都市として発展しており、市長
自ら国に表敬訪問するなど、市職員が一体となって
業務に取り組んでいた。本市も企業誘致をさらに展
開していく必要性を実感した。

●民生クラブ
●会派のメンバー 
　代表：飯野 久　
　　　　清水 重仁、有野 一成

【視察先】熊本県人吉市、水俣市、宮崎県西都市
【視察日】平成 31 年 1 月 15 日（火）～ 17 日（木）
【視察の内容】
人吉市「人吉市の移住・定住対策について」
〇事業の経過
　平成 27 年 10 月に「人吉市人口ビジョン」および

「人吉市まち・ひと・しごと創生総合戦略」を策定し、
地方創生推進交付金を受けて、移住・定住人口と交
流人口増を目指し様々な事業を推進した。
〇事業の内容
◇ H28 年度
①移住・定住ビジョン策定に向け、先進地の事例研究
②移住・定住施策勉強会や若者ＵＩターン増を目指し
　グループワークの実施
◇ H29 年度
①移住・定住推進のため「ひとよし未来会議」を設
　置し５つの分科会を組織する。
②未来会議の結果を踏まえ移住・定住ビジョン策定
◇ H30 年度
①本市出身の若者等を対象に起業家育成プログラム
　を実施
②高校生と大学生を含む若者 10 名を対象に「おひと 
　よし起業プログラム合宿」を実施

【総　括】
　人吉市は南アルプス市のような空き家バンク、若
者移住・定住のためのリフォーム補助制度、UI ター
ン者対象の就職面接会等は実施していないが、若者
IT 起業家の育成等を中心に長期的視点で移住・定住
促進を図っていきたいと話していたのが印象的だっ
た。本市においても短期的な視点だけでなく、若者
等を対象に長期的な視点での事業も必要だと感じた。

【その他の視察】
熊本県水俣市「日本一の読書のまちづくり」
宮崎県西都市「グリーンツーリズムで交流人口拡大」

人吉市視察のようす

佐久市役所にて

佐久市視察のようす
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●新生かがやき
●会派のメンバー
　代表：小林 敏徳
　　　　花輪 進、中込 恵子

【視察先】静岡県浜松市、静岡市
【視察日】平成 31 年２月６日（水）～７日（木）
【視察の内容】
浜松市「SDGｓ達成に向けた浜松市の取組」
　SDGｓ（持続可能な開発目標）は、2015 年９月、国
連サミットにて全会一致で採択された、誰一人取り
残さない持続可能で多様性と包摂性のある社会の実
現のための 2030 年を年限とする 17 の国際目標であ
る。
　浜松市は、太陽光発電日本一の再生エネルギー推
進、森林保全や林業の振興、外国人市民との多文化
共生、フェアトレードによる開発途上国支援などが
評価され、SDGｓ未来都市に選定された。今後は戦略
的に SDGｓと市の政策を連動させ、都市課題の解決、
SDGｓの達成を目指す。

【総　括】
　市民、民間企業、行政の皆に SDGｓを周知する取
り組みがまず必要。世界の未来を明るく変える道標
ともなり得る。

【その他の視察】
静岡県静岡市「SDGｓ達成に向けた静岡市の取組」

●公明党
●会派のメンバー
　代表：齊藤 博明
　　　　河野 木綿子、小池 伸吾

【視察先】大分県日田市、日出町、別府市
【視察日】平成 31 年１月 29 日（火）～ 31 日（木）
【視察の内容】
日出町「自主防災組織の整備・
　　　　防災リーダー（防災士）養成」
　日出町では、東日本大震災の教訓から、「自助」「共
助」の中心的役割を担う自主防災組織の活性化を図
るため、その核となる防災リーダーの養成が急務と
考え、防災士養成を開始。自主防災組織率は平成 7
年度 11.8% であったが、結成を進め、平成 19 年度に
は 100％を達成。平成 26 年 5 月には「日出町防災士会」
を設立。設立時 92 名だった会員は現在 189 名が所属
し、防災講話や防災まち歩きなどを通じて防災対策
や防災意識の向上を図る取り組みを進めている。

【総　括】
　日出町は、これまで自然災害の少ない地域という
ことで、本市と似ている面がある。危機感を感じ自
主防災組織構築と、その中心となり活躍する自主防
災リーダー養成に本気で取り組んできた結果、多岐
にわたる活動がさらに広がっており、私達も多くを
学ぶべきであると感じた。

【その他の視察】
大分県日田市「文化力によるまちづくり」
大分県別府市「共生社会形成事業」

日出町視察のようす

浜松市役所にて

浜松市視察のようす
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□□□□□□政 務 活 動 報 告

●未来の風
●会派のメンバー

　代表：深澤 米男　
　　　　西野 浩蔵、櫻田 力、戸栗 淳

【視察先】長野県伊那市
【視察日】平成 31 年３月 13 日（水）～ 14 日（木）
【視察の内容】
伊那市「観光協会の取り組み」
　伊那市の観光は高遠城址公園の桜がメインである
が、平均滞在時間は 1 時間程度であった。通過型か
ら滞在型へ、そして年間を通じた観光として、イン
バウンドと教育旅行に注目し、農業が盛んである事
から農家民泊を推し進めた。
　農家民泊においては、現在 70 軒（目標 100 軒）の
農家が許可を取得し、入村式から始まり退村式まで、
農業体験・そば打ち・草木染など、ふれあい交流を
楽しみ、心のこもったおもてなしや本物体験を提供
している。2017 年には中国、台湾、東南アジアなど
海外から 969 人、東京都、大阪府、滋賀県など国内
から 1,321 人と成果を上げている。

【総　括】
　本市においても同じく農業が盛んである事から、
こういった取り組みの必要性を感じる。また、クラ
インガルテンの活用法としてもヒントになるのでは
ないだろうか。

【その他の視察】
長野県伊那市  「タブレット議会」
　　　　　　  「マウンテンバイクによる地域活性化」
　　　　　　  「バスの自動運転」

●日本共産党南アルプス市議団
●会派のメンバー
　代表：名取 泰
　　　　松野 昇平

【視察先】富士市産業政策課　
　富士市産業支援センター「ｆ－ Biz（エフビズ）」

【視察日】平成 31 年２月 13 日（水）
【視察の内容】
富士市「富士市の産業支援について」
　富士市が産業支援の先進地と言われているのは、
相談業務をプロに任せるという公設民営のやり方で
スタートしたことである。支援対象は、経営上の課
題を持つあらゆる企業、団体、個人で、その分野は
工業のみならず、サービス業、農林水産業なども含
めた産業全般である。
　サポートをするにあたりエフビズは、いかに事業
者に金銭的負担をかけずに成果をあげられるかに知
恵を絞っているとのことである。相談者の約７割が
増収につながっている。相談件数は年間４千件を超
える。

【総　括】
　１社で 100 人を雇用する企業誘致は難しいが、地
域の中小企業の力を引き出すことで、100 社で１人ず
つ雇用を増やすというエフビズの取り組みは、持続
的に機能する地方活性化モデルとして南アルプス市
でも参考になるものである。

富士市産業支援センター「ｆ－ Biz（エフビズ）」視察のようす

富士市視察のようす

伊那市視察のようす

タブレット議会の説明
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 常 任 委 員 会 研 修
産業土木常任委員会

【視察者】　委員長／斉藤 諭　副委員長／三木 充
　　　　　深澤 米男　河野 木綿子　
　　　　　清水 重仁　花輪幸長

【視察先】愛知県岡崎市、安城市
【視察日】平成 31年 2 月19 日（火）～ 20 日（水）
【視察の内容】

岡崎市「総合交通政策」「狭隘道路拡幅整備事業」
　岡崎市も、合併により人口減少地域は市域の中
でも少なくなく、コミュニティバスの必要性は高
い。民間の路線と競合しないような配慮の中であっ
ても、利用頻度の高い路線を確保することにより、
赤字路線を補っている。バスの運行に際しては、
スムーズな運行を目指し、道路環境や交通システ
ムの整備に努めていた。
　また、狭隘道路拡幅整備事業では、測量から後
退用地の登記までの各段階で、補助金・奨励金を
使えるようにし、市民の道路拡幅の意欲を高めて
いる。

【総括】
　知恵を出し合うことの必要性を再認識し、本市
のバス事業においても、総合的な再構築により、
利便性・収益性の面においてアップの可能性もあ
ると推察できる。
　集落内の狭隘道路の拡幅においても、見習うべ
き施策があるが、本市においての狭隘道路の総延
長が気になるところでもある。

【その他の視察】
愛知県安城市「アグリライフ支援事業」
　　　　　  　「安城市産業文化公園デンパーク」

総務常任委員会

【視察者】　委員長／矢﨑 俊秀　副委員長／櫻田 力
 　  小林敏徳　飯野久　小池伸吾
　　　　　名取泰　野中國幹

【視察先】東京都狛江市
【視察日】平成 31年 2 月15 日（金）
【視察の内容】

狛江市「主権者教育」
　2016 年の参議院議員選挙から、選挙権年齢が
18 歳に引き下げられたことを受け、総務省の有識
者会議が主権者教育に関する提言を取りまとめて
いる。
　それを受けて狛江市は、市がこれまでに取り組
んできたレガシーを大切にしながら、それをさら
に発展させつつ、新たに学校、家庭、地域が一体
となって効果的な主権者教育を推進するための「狛
江市総合的な主権者教育計画」を作成した。
　そして、平成 29 年からの 4 年計画では、正し
くわかりやすい「情報」を提供するとともに、さ
まざまな「体験」を通して「意思決定」を支援す
るための多彩な事業を展開している。

【総括】
　主権者教育を単に選挙や政治について学ぶとい
うことではなく、「社会のできごとを自ら判断する
社会的意思決定を学ぶこと」と幅広く捉えての取
組みであり、本市の今後の主権者教育のあり方に
大変参考になる研修だった。

きょうあい

狛江市視察のようす

岡崎市視察のようす
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　3 月４日、大塚高司国土交通副大
臣が本市の横川排水機場を視察しま
した。豪雨時における横川の排水対
策は重要な課題であり、地域住民の
安全のため、早期の治水対策をお願
いしました。当日は地元南湖地区自
治会および横川浸水対策検討会の皆
様と共に、市議会から西野浩蔵議長、
斉藤諭産業土木常任委員長が視察に
立会い、要望活動を行いました。

 議 会 活 動

　2月 5日、アピオ甲府にて山梨県市
議会議長会主催による「議員合同研
修会」が開催され、高沖秀宣氏の講
演「自治体議会改革」を聴講しました。

●●●●議 員 研 修

　また、午後からは山梨県自治会館に
て第 34 回山梨県市町村自治講演会が
開催され、ジャーナリストの長谷川幸
洋氏から「激動する政治・経済～日本
の針路を考える～」をテーマに講演を
聞きました。
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●第２回定例会の会期予定

６月７日…………… 本会議（初日）

   　18 日～19日 …… 代表・一般質問

　   20 日～26日…… 常任委員会

７月２日…………… 本会議（最終日）

※日程等は、定例会前の議会運営委員会で正式に
　決定されます。

みなさんの傍聴をお待ちしています！
・事前の申込は不要です。
・委員会も傍聴できます。

●第１回定例会の傍聴者数：80 人
    ※報道関係者16 人は除く
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市議会に対する意見や、『議会だより』の感想
をお寄せください。（書式・様式は問いません。
ただし、原稿は 400 字以内にまとめてください。
メールやファックスでも受け付けています。）

　1 月 24 日に南アルプス市桃源文化会館に
て関東市議会議長会第 2 回支部長会議が開
催されました。
　1 都 7 県から 17 市の議長が本市に集まり、
議案の審議や来年度の計画を協議しました。

翌日には安藤家住宅や市立美術館の視察
を行い、本市の魅力を十分に PR しま
した。

関東市議会議長会が南アルプス市で開催


